
　上映前に出演した俳優らが舞台あいさつに立ち、主人
公の母親役を演じた女優竹下景子さんは「奈良の空気が
スタッフの気持ちを一つにした」と話し、主人公の姪役
の女優木下彩音さんは「奈良は心が自由になる。出演者が
奈良の地でまとまった」などと撮影時のエピソードを披
露した。
　塩崎監督は「奈良は、過去、現在、未来の時間を感じ
させる不思議なところ。先祖を大切にする土地柄が家
族を語るにふさわしい場所だ」とあいさつした。
　鑑賞した奈良市出身で都内在住の会社員橋本真季さん
は「映画を観ている間はまるで奈良に帰省しているかのような感覚を味わえた。映像から奈良の匂い
や独特の夏の暑さが伝わってきた」と感想を話した。

若手の会  第２７回例会｢奈良とくすり｣
　薬の発祥地といわれる奈良の薬について勉強する例
会が平成31年 2月22日（金）午後7時から東京都中央区
の奈良まほろば館で開かれた。奈良県薬事研究センター
（御所市）の大住優子統括主任研究員が奈良の薬の歴史
や種類、同センターの取り組みなどを講演した。約40人
が参加した。
　大住さんは薬の区分や奈良との関わり、歴史などをス
ライドを使って解説。「日本書紀」や「万葉集」、「風土記」
にある薬に関する記述や、現存する日本最古の私立植
物園「森野旧薬園」（宇陀市）、「置き薬」として全国を行商
した大和売薬など奈良と薬の関わりを紹介した。また、奈良県内に大手製薬企業数社の発祥地がある
ことを披露した。
　大住さんは「あまり知られていない奈良と薬の関係を多くの人に知ってもらいたい」と話した。
　講演後、吉野地方で栽培される生薬「大和トウキ」を使った薬膳スープが振舞われ、参加者は「身体が
温まる」と言いながら故郷の味を楽しんだ。

奈良まほろば館からのお知らせ
　奈良県人会の皆様には､ 平素から奈良まほろば館の運営にご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し
上げます。当館は今年で開館10周年を迎えることができました。これもひとえに東京奈良県人会を
はじめ関係者の皆様や奈良ファンの皆様のお力添えのお陰です。今年度は、年間を通じ、10周年記念
企画としてイベントや講座・講演会を実施し、奈良の魅力発信に努めて参りますが、6月以降上半期の
主なイベントは次のとおりです。皆さまのご来館をお待ち申し上げております。

奈良と薬について語る大住研究員


